
を実数の定数とすろとき、  
   のにおける最大１

値と最小値は、が以下のは範囲にあるとき、

　　　　 アイ のとき、　　　　　　　　　最大値 ウ 最小値 エ

　　　　 アイ  オカ のとき、　　　　　最大値 キ 最小値 ク

　　　　 オカ  ケ のとき、　　　　　最大値 コ 最小値 サ

　　　　 ケ のとき、　　　　　　　　　最大値 シ 最小値 ス 　である。

ただし、 ウ 、 エ 、 キ 、 ク 、 コ 、 サ 、 シ 、 ス に当ては

まるものは下の～の中からつずつ選べ。同じものを繰り返し選んでもよいもの

とする。

　　　  　　　　  　　　　  　　　　  　　　　 

　次方程式    の実数解がに存在するようなの

値の範囲は

　　 セソ  タ  チ 
ツテ

ト
、 ナ  二  ヌ  ネ である。

ただし、 タ 、 チ 、 二 、 ヌ に当てはまるものは下の～の中からつ

ずつ選べ。同じものを繰り返し選んでもよいものとする。

　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　

解説

　  
   

　　　　 
     

  














    

　　のとき、最大値  、最小値 

　　のとき、最大値  、最小値 

　　のとき、最大値  、最小値 

　　のとき、最大値  、最小値 

　

ⅰ　のとき

　で  が解をもつ条件は、
  

  

　　　　∴　
    

   

　　　　∴　
      

      

　　　　∴　
 、 

  

　よって、共通部分が存在しないので、不適。

ⅱ　のとき　

　で  が解をもつ条件は、
  

  
　または　

  

  

　　　　∴　
    

   
　　または　　

    

    
　　　

　　　　∴　
      

      
　または　　

      

      

　　　　∴　
 




、 

  

　　または　
 




、 

  

　　　　∴　



　　または　　




、

　よって、より、




ⅲ　のとき　

　で  が解をもつ条件は、
  

  
　

　　　　∴　
      

      

　　　　∴　
  

 、 

　　　　∴　

ⅰ～ⅲより、



、

　で  が少なくと個実数解をもつ条件は

　ⅰ　  かつ、  のとき

　　つまり、かつ

　　よって、のとき

　　  の判別式をとすると

　　　　　
 

  

　　　∴　
    

  

　　　∴　
      

  

　　　∴　
 




、 

  

　より、



、

　ⅱ　  ･  のとき

　　つまり、 ･             

　　よって、 
       

　　　　∴　のとき

　　このとき、必ずで個実数解をもつので適する。

　ⅲ　  のとき

　　つまり、    

　　よって、より

　　のとき

　　　　  
 

　　　　　∴　 
   

　　　　　∴　

　　よって、で個実数解をもつので適する。

　　のとき　　

　　　　  
 

　　　　　∴　    

　　　　　∴　、

　　よって、で個実数解をもつので適する。

　ⅳ　  のとき

　　つまり、    

　　よって、、

　　のとき

　　　ⅳより、適する。

　　のとき

　　　　  
 

　　　　　∴　    

　　　　　∴　、

　　よって、で実数解をもたないので不適。

ⅰ～ⅳより、



、

◇２０２４年度　久留米大学医学部　後期



　複素数    について２

　  の値は、   ノ  ハ  ヒ  である。

　を極形式で表すと、 フ 
ヘホ

マミ
 

ヘホ

マミ
 である。

　ただし、偏角は以上未満とする。

　  の値は、  
メモ

ム  ヤユ  ヨ  である。

　を自然数とする。    が実数となる最小のは、 ラ である。

解説

　     より

　   
      

　　 
        

    

　　    

　　 

　  、  とおくと

　より

　　　　   

　　　　     

　　∴　    


 




　よって、
 

 



 は整数

　　　∴　
 

 





　より、



、





　の実部、虚部ともに負より、



 






　    ･


 



 






　　　  ･



 






　　　  ･



 






　　　  ･ 
  


　　　　  ･  

　    ･ 
 


･  ･



 



 






　　　　　　  ･ ･ 


  



･




 






　　　　　　  ･  








  











　これが実数となればよいので

　　　　　　　



 




　 は整数

　　　　　∴　
 



　は自然数より、から順に代入していくと、で、は初めて自然数となり、

　そのときの値は、である。

　よって、最小の自然数は、

実数、、が、３
　　　　

を満たすとき、

　  をだけの式で表すと、     リ    ル   である。

　のとりうる値の範囲は レ 
ロ

ワ
である。

　  のとりうる値の範囲は あ   
いうえ

おか
であり、   あ と

　なる 、、 の組は き 組あり、  
いうえ

おか
となる 、、 の組は

　 く 組ある。

解説

　より、……①

　より、 

　①を代入して、 

　　　　　　　　　  ……②

　よって、    
  

　　　　　　　     

　とおくと、実数、、はに関する次方程式

　　　　　　　    

　の実数解である。

　よって、    が成り立つので、    より

　　　　　　　  

　　　　　　　　　     

　①、②より、実数、はに関する次方程式

　　　　　　　      ……③

　の実数解である。

　よって、判別式をとすると

　　　　　　　 
   

   　

　　　　　∴　  　

　　　　　∴　  

　　　　　∴　




　          とおくと

　　　　　　　   
   　　　　

　　　　　　　　　    より

　増減表は、以下のようになる。

　　　　　　

   




          

       




　よって、  のとりうる値の範囲は、  




　ⅰ　  のとき、つまり、、のとき

　　・のとき

　　　③より、  

　　　　　∴　 
   

　　　　　∴　

　　　よって、より、 、、  、、 の組

　　・のとき

　　　③より、  

　　　　　∴　  

　　　　　∴　、

　　　よって、 、  、 、 、 より、 、、  、、 、 、、 の組

　以上より、 、、  、、 、 、、 、 、、 の組

　ⅱ　  



のとき、つまり、




のとき

　　　③より、  









　　　　　∴　


 





　　　　　∴　




　　　よって、



より、 、、  




、



、



の組

◇２０２４年度　久留米大学医学部　後期



　四面体において、辺を：に内分する点を、辺を：に内分４
する点を、辺の中点を、辺の中点を、辺を：に内分する点を

とし、直線と直線の交点を、直線と直線の交点を、点、、

を通る平面をとするとき、

　
け

こ 


さ

しす
である。

　
せ

そ 


た

ち


つ

て
である。

　平面と直線の交点をとすると、



であるから、四面体

　の体積をすると、四面体の体積は
と

なに
である

解説



















③

①









　





　
 



　





　
 



　
 



　との交点をとする。


　メネラウスの定理より





















　　　



･



･





　∴　



･



･





　∴　：：

　メネラウスの定理より

　　　



･



･





　∴　



･



･





　∴　：：

　よって、

　　　
 



　　　　


  
 






･





　　　　　










　：：とおくと

　　　  

　　　　  ･





　　　　



  ………①

　：：とおくと

　　　  

　　　　  ･



･




 






　　　　







 



 ………②

　とは一次独立より、①、②を係数比較して

　　　　　











  









　　　　∴　



、




　　　

　よって、①より、























③

①



　メネラウスの定理より

　　　



･



･





　∴　



･



･





　∴　：：

　よって、

　　　










　　　　


 



 




 






　　　　

































③

①










平面

　

　



より、：：

　また、△の面積をとすると

　　　　　　△



　

　より、：：

　よって、△



△

　　　　　　　　



･





　　　　　　　　





　よって、
四面体の体積

四面体の体積




･
△

△

　　　　　　　　　　　　　　　



･








　　　　　　　　　　　　　　　




　　　∴　四面体の体積





　　　

◇２０２４年度　久留米大学医学部　後期



　座標平面上につの円  ：
   と  ：


     があり、このつ５

の円は点 、 で接している。円  上を動く点と円  上を動く点があり、

動点と動点は点を同時に出発し、動点は反時計回りに円  を周して点

に、動点は時計回りに円  を半周して点 、 に同時に着くとし、動点と動点

はそれぞれ一定の速さで回るものとする。円  の中心をとし、∠とす

るとき、

　動点と動点の座標をを用いて表すと

　　　  ぬ 、 ぬ  、 ねの   は 、 ひ 

　である。

　ただし、の値の範囲は ふ である。 ふ に当てはまるものを下の～の

　中からつ選べ。

　　　　



　　　　　　　　　　　　

　動点と動点の中点をとし、を ふ の範囲で動かしたときの点が

　描く曲線をとする。

　　　点  へ 、 と点  ほ 、 　ただし、 へ  ほ

　であるから、曲線と軸で囲まれた部分の面積は
ま

み
である。　

解説

　∠で、は円  を半周、は円  を周し同時に目的地に到着するの

　で、は軸の正方向とのなす角はとなる。  ⇒①

　よって、 、

　また、

　　　　　　 



 

   

   

　　　　　　 



 




　　　　　　

　　　　　　 
 



　よって、 、 　　　　

　 、 とすると

　　　
 



　　　　　


  


  
 



　　　　　


  
  

 

　　　∴　



    




   

　曲線と軸との交点より、

　よって、

　　　∴　

　　　∴　   

　　　∴　

　より、、

　よって、交点の座標は、 、 、 、 となる。

　また、でとなり

　　　　　





　　　　　　

　　　　　　   　

　となるので、は単調増加である。

　よって、求める面積をとすると

　　　　　 




　


   とおくと、  　　　　

　：→のとき、：→となるので

　　　　　 
 

    ･  

　　　　　　 


 



      

　　　　　　 


 ･




 


･  ･

 


　　　　

　　　　　　 


 



   




　　　　　　

　　　　　　




 








  






　　　　　　





　曲線は以下のような太線部分のグラフになる。







円 

円 

 、  、



 、
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